
JP 2019-523027 A 2019.8.22

(57)【要約】
　記憶の衰え及び機能のイベントを表すデータを感知、記録及び分析する装置及び方法は
、センサを有する着用可能デバイス（手首、腕バンド、ペンダント、等）を使用して、ユ
ーザのジェスチャ及びバイタルサインを検出し、演算ユニットに送信して分析を行い、認
知障害関連疾患の発症を予測する。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　記憶の衰え及び機能のイベントを表すデータを感知及び記録するための着用可能センサ
デバイスであって、
　着用可能センサデバイスと、
　前記着用可能センサデバイス内に設けられ、着用者によるジェスチャを感知する、少な
くとも１つのジェスチャセンサであって、前記ジェスチャは、記憶の衰え及び機能のイベ
ントを表すものである、ジェスチャセンサと、
　前記デバイスの着用者が経験している少なくとも１つのバイタルサイン状態を感知する
ための、少なくとも１つのバイタルサインセンサと、
　前記ジェスチャセンサからの感知データを表すジェスチャデータを記憶し、かつ、前記
バイタルサインセンサによって感知されたバイタルサインデータを記憶するための、メモ
リと
を備え、
　前記ジェスチャデータ及び前記バイタルサインデータは、前記ジェスチャデータ及び前
記バイタルサインデータを分析して、同年齢の被験者の標準データの基準データベースと
比較し、認知障害関連疾患の発症を予測する診断データを生成するために、演算ユニット
への送信のために構成される、着用可能センサデバイス。
【請求項２】
　請求項１に記載のデバイスであって、前記ジェスチャセンサは、タップ、タップシーケ
ンス、音声信号、映像信号、ハンドジェスチャ、頭部移動ジェスチャ、可聴トリガ、及び
ＥＥＧトリガのうちの少なくとも１つを検出する、デバイス。
【請求項３】
　請求項１に記載のデバイスであって、前記バイタルサインセンサは、心拍数、血圧、発
汗、ＥＥＧ温度、及び血液酸素レベルのうちの少なくとも１つを検出する、デバイス。
【請求項４】
　請求項１に記載のデバイスであって、睡眠エクササイズ、動き、及び移動度のうちの少
なくとも１つを検出するための少なくとも１つの活動センサを更に含む、デバイス。
【請求項５】
　請求項１に記載のデバイスであって、前記デバイスは、前記ジェスチャデータ及び前記
バイタルサインデータをクラウドサーバに通信する、デバイス。
【請求項６】
　請求項５に記載のデバイスであって、前記デバイスは、ルータを介して、前記ジェスチ
ャデータ及び前記バイタルサインデータをクラウドサーバに通信する、デバイス。
【請求項７】
　請求項５に記載のデバイスであって、前記デバイスは、ブルートゥース低エネルギー（
ＢＬＥ）デバイスを介して、前記ジェスチャデータ及び前記バイタルサインデータをクラ
ウドサーバに通信する、デバイス。
【請求項８】
　請求項５に記載のデバイスであって、前記デバイスは、充電ベースを介して、前記ジェ
スチャデータ及び前記バイタルサインデータをクラウドサーバに通信する、デバイス。
【請求項９】
　請求項８に記載のデバイスであって、前記デバイスは、充電ベース及びルータを介して
、前記ジェスチャデータ及び前記バイタルサインデータをクラウドサーバに通信する、デ
バイス。
【請求項１０】
　請求項５に記載のデバイスであって、前記デバイスは、前記ジェスチャデータ及び前記
バイタルサインデータをリアルタイムで連続的に通信する、デバイス。
【請求項１１】
　請求項５に記載のデバイスであって、前記デバイスは、前記ジェスチャデータ及び前記
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バイタルサインデータをバッチで通信する、デバイス。
【請求項１２】
　請求項１に記載のデバイスであって、前記演算ユニットは、記憶の衰えの頻度、睡眠の
時間及び質、エクササイズの量及び期間、移動度、心拍数、血圧、発汗及び食事のうちの
少なくとも１つに基づいて、リスク因子スコアを算出する、デバイス。
【請求項１３】
　請求項１に記載のデバイスであって、前記演算ユニットは、
　記憶の衰え及び機能が生じた状況を分析し、
　認知又は機能の１つ以上の要素を含む、記憶の衰えのタイプを判定する
ことによって、認知障害関連疾患の発症を予測する、デバイス。
【請求項１４】
　請求項１３に記載のデバイスであって、前記演算ユニットは、記憶の衰えのイベントを
表すジェスチャから時間的にオフセットされた期間に亘ってジェスチャデータ及びバイタ
ルサインデータを分析することによって、発症を予測する、デバイス。
【請求項１５】
　請求項１４に記載のデバイスであって、前記オフセットされた期間は、記憶の衰えのイ
ベントを表すジェスチャに先行する期間を含む、デバイス。
【請求項１６】
　請求項１４に記載のデバイスであって、前記オフセットされた期間は、記憶の衰えのイ
ベントを表すジェスチャに後続する期間を含む、デバイス。
【請求項１７】
　請求項１に記載のデバイスであって、前記センサは音声センサであり、前記ジェスチャ
データは音声データである、デバイス。
【請求項１８】
　請求項１に記載のデバイスであって、前記センサは映像センサであり、前記ジェスチャ
データは、前記着用可能デバイスを着用した被験者の映像データである、デバイス。
【請求項１９】
　請求項１７に記載のデバイスであって、前記演算ユニットは、音声認識ユニットを更に
含む、デバイス。
【請求項２０】
　請求項１に記載のデバイスであって、前記演算ユニットは、着用可能デバイスを着用し
ている複数のユーザからジェスチャデータ及びバイタルサインデータを受信し、結合され
たデータを使用して、集団リスク因子を生成する、デバイス。
【請求項２１】
　請求項２０に記載のデバイスであって、前記結合されたデータは、病気を進行させる集
団リスク因子を生成するために使用される、デバイス。
【請求項２２】
　請求項１に記載のデバイスであって、前記演算ユニットは、前記ジェスチャデータ及び
前記バイタルサインデータを、先に取得されたベースラインデータと比較する、デバイス
。
【請求項２３】
　記憶の衰え及び機能のイベントを表すデータを感知及び記録する方法であって、
　被験者が着用する着用可能センサデバイスを準備することと、
　前記着用可能センサデバイス内のジェスチャセンサを使用して、前記着用者によるジェ
スチャを感知することであって、前記ジェスチャは、記憶の衰え及び機能のイベントを表
すものである、ジェスチャを感知することと、
　前記着用可能センサデバイス内のバイタルサインセンサを使用して、前記デバイスの着
用者が経験している少なくとも１つのバイタルサイン状態を感知することと、
　前記ジェスチャセンサからの感知データを表すバイタルサインジェスチャデータを記憶
し、かつ、及び前記バイタルサインセンサによって感知されたバイタルサインデータを記
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憶することと、
　前記ジェスチャデータ及び前記バイタルサインデータを演算ユニットに送信することと
、
　前記ジェスチャデータ及び前記バイタルサインデータを、同年齢の被験者の標準データ
の基準データベースと比較することと、
　前記被験者の認知障害関連疾患の発症を予測する診断データを生成することと、
を含む、方法。
【請求項２４】
　請求項２３に記載の方法であって、前記感知ステップは、タップ、タップシーケンス、
音声信号、映像信号、ハンドジェスチャ、頭部移動ジェスチャ、可聴トリガ、及びＥＥＧ
トリガのうちの少なくとも１つを検出することを含む、方法。
【請求項２５】
　請求項２３に記載の方法であって、前記バイタルサインセンサは、心拍数、血圧、発汗
、ＥＥＧ温度、及び血液酸素レベルのうちの少なくとも１つを検出する、方法。
【請求項２６】
　請求項２３に記載の方法であって、
　前記被験者の睡眠エクササイズ、動き、及び移動度のうちの少なくとも１つを検出する
ことと、
　活動データを提供することと、
を含む、方法。
【請求項２７】
　請求項２３に記載の方法であって、前記ジェスチャデータ及び前記バイタルサインデー
タをクラウドサーバに通信することを含む、方法。
【請求項２８】
　請求項２７に記載の方法であって、前記デバイスは、ルータを介して、前記ジェスチャ
データ及び前記バイタルサインデータをクラウドサーバに通信する、方法。
【請求項２９】
　請求項２７に記載の方法であって、前記デバイスは、ブルートゥース低エネルギー（Ｂ
ＬＥ）デバイスを介して、前記ジェスチャデータ及び前記バイタルサインデータをクラウ
ドサーバに通信する、方法。
【請求項３０】
　請求項２７に記載の方法であって、前記デバイスは、充電ベースを介して、前記ジェス
チャデータ及び前記バイタルサインデータをクラウドサーバに通信する、方法。
【請求項３１】
　請求項２９に記載の方法であって、前記デバイスは、充電ベース及びルータを介して、
前記ジェスチャデータ及び前記バイタルサインデータをクラウドサーバに通信する、方法
。
【請求項３２】
　請求項２７に記載の方法であって、前記デバイスは、前記ジェスチャデータ及び前記バ
イタルサインデータをリアルタイムで連続的に通信する、方法。
【請求項３３】
　請求項２７に記載のデバイスであって、前記デバイスは、前記ジェスチャデータ及び前
記バイタルサインデータをバッチで通信する、デバイス。
【請求項３４】
　請求項２３に記載のデバイスであって、前記演算ユニットは、記憶の衰えの頻度、睡眠
の時間及び質、エクササイズの量及び期間、移動度、心拍数、血圧、発汗及び食事のうち
の少なくとも１つに基づいて、リスク因子スコアを算出する、デバイス。
【請求項３５】
　請求項２３に記載のデバイスであって、前記演算ユニットは、
　記憶の衰え及び機能が生じた状況を分析し、
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　認知又は機能の１つ以上の要素を含む、記憶の衰えのタイプを判定する
ことによって、認知障害関連疾患の発症を予測する、デバイス。
【請求項３６】
　請求項３５に記載の方法であって、記憶の衰えのイベントを表すジェスチャから時間的
にオフセットされた期間に亘ってジェスチャデータ及びバイタルサインデータを分析する
ことによって、発症を予測することを含む、方法。
【請求項３７】
　請求項３６に記載の方法であって、記憶の衰えのイベントを表すジェスチャに先行する
期間におけるジェスチャデータ及びバイタルサインデータを分析することを含む、方法。
【請求項３８】
　請求項３６に記載の方法であって、記憶の衰えのイベントを表すジェスチャに後続する
期間におけるジェスチャデータ及びバイタルサインデータを分析することを含む、方法。
【請求項３９】
　請求項３６に記載の方法であって、前記ジェスチャデータは、前記着用可能デバイスを
着用した被験者の音声データ及び映像データのうちの少なくとも１つである、方法。
【請求項４０】
　請求項２３に記載の方法であって、前記演算ユニットは、音声を認識するための音声認
識ユニットを更に含む、方法。
【請求項４１】
　請求項２３に記載の方法であって、着用可能デバイスを着用している複数のユーザから
ジェスチャデータ及びバイタルサインデータを受信し、結合されたデータを使用して、集
団リスク因子を生成することを含む、方法。
【請求項４２】
　請求項４２に記載の方法であって、病気を進行させる集団リスク因子を生成することを
含む、方法。
【請求項４３】
　請求項２３に記載の方法であって、前記ジェスチャデータ及び前記バイタルサインデー
タを、先に取得されたベースラインデータと比較することを含む、方法。
【請求項４４】
　着用可能センサデバイスを着用している被験者の記憶の衰え及び機能のイベントを表す
データを感知及び記録するための命令を記憶するための非一時的記憶媒体であって、
　前記命令は、
　前記着用可能センサデバイス内のジェスチャセンサを使用して、前記着用者によるジェ
スチャを感知することであって、前記ジェスチャは記憶の衰え及び機能のイベントを表す
ものである、ジェスチャを感知することと、
　前記着用可能センサデバイス内のバイタルサインセンサを使用して、前記デバイスの着
用者が経験している少なくとも１つのバイタルサイン状態を感知することと、
　前記ジェスチャセンサからの感知データを表すバイタルサインジェスチャデータを記憶
し、かつ、前記バイタルサインセンサによって感知されたバイタルサインデータを記憶す
ることと
を実行する、非一時的記憶媒体。
【請求項４５】
　請求項４４に記載の記憶媒体であって、
　前記ジェスチャデータ及び前記バイタルサインデータを演算ユニットに送信し、
　前記ジェスチャデータ及び前記バイタルサインデータを、同年齢の被験者の標準データ
の基準データベースと比較し、
　前記被験者の認知障害関連疾患の発症を予測する診断データを生成する
ための命令を更に含む、記憶媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
［関連出願］
　本出願は、２０１６年５月９日に出願された米国仮出願番号第６２／３３３，５４２号
の優先権を主張し、この文献は、参照により本明細書に援用される。
【０００２】
［発明の背景］
　本発明は、着用可能デバイスを用いて記憶及び機能の衰えを記録及び分析するための装
置及び方法に関する。
【０００３】
　アルツハイマー病を診断するための血液検査や決定的な手法は確立されていない。認知
症患者の脳は、その疾患の物理的徴候を有するため、解剖によって診断を行うことはでき
る。医師は、認知検査バッテリ(battery of cognitive tests)に基づき、軽度認知障害（
Mild Cognitive Impairment：ＭＣＩ）及びアルツハイマー病（Alzheimer's disease：Ａ
Ｄ）を診断する。異なる段階の患者に対して行われる神経心理学的検査バッテリは、バイ
アスの影響を受け、何度も繰り返すことができず、環境要因（睡眠不足や低血糖での試験
等）を考慮していない。これらの検査は、特に疾患の初期段階で重大な制約がある。また
、疾患の進行又は治療に対する反応を研究するための優れた感度及び再現性を有する検査
は、未だ存在しない。研究によると、医師は、高齢患者が自ら報告する記憶愁訴に細心の
注意を払う必要がある。この分野では、自己報告が、主観的ではあるが、病状が悪化して
いるかを判断する合理的な方法であるという見解がある程度支持されている。
【０００４】
　主観的記憶愁訴（subjective memory complaints：ＳＭＣ）は、自らが認識する記憶障
害である。これらは、６０歳以上の成人によく起こる。（看護師健診（Nurses Health St
udy）５６．４％、ＰＲＥＡＤＶＩＳＥ検診２２％）
【０００５】
　ケンタッキー大学の研究者によると、記憶愁訴を報告する人々は、将来の認知障害のリ
スクがより高く、障害が発生していなくても、アルツハイマー型脳病変を有する可能性が
高い。高齢患者の主観的記憶愁訴（ＳＭＣ）を医師が問診し、監視すべきであるというこ
とが、結論の１つである。
【０００６】
　ケンタッキー大学の加齢に関するサンダーズブラウンセンター（Sanders-Brown Center
 on Aging）の科学者による研究は、記憶が失われていることに気付いた人々にアルツハ
イマー病の危険があることを示唆している。
【０００７】
　ケンタッキー大学の生物統計学科の学科長及びアルツハイマー病センター副所長である
Ｒｉｃｈａｒｄ　Ｋｒｙｓｃｉｏ博士が率いるこの研究によって、自己報告された記憶愁
訴が、後の生涯の臨床的記憶障害の強力な予測因子であることが確認されている。
【０００８】
　Ｋｒｙｓｃｉｏとそのグループは、平均年齢７３歳の認知症がない５３１人に対し、前
年に記憶に何らかの変化を感じたかを尋ねた。また、参加者に対し、平均１０年間、年１
回の記憶及び思考テストも行った。更に、参加者の死亡後、アルツハイマー病の証拠につ
いて参加者の脳を検査した。
【０００９】
　研究の間、参加者の５６％が平均年齢８２歳で記憶の変化を報告した。この研究により
、記憶の変化を報告した参加者は、記憶と思考の問題を発症する可能性が３倍近く高いこ
とが分かった。６人に１人の参加者が研究中に認知症を発症し、これらのうち８０％が最
初の記憶変化を報告している。
【００１０】
　「本研究で注目すべき点は、自己報告された記憶愁訴から認知症又は臨床的障害に至る
までに要した時間であり、記憶愁訴が始まった後、認知症の場合は約１２年、臨床的障害
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の場合は約９年の時間が経過している。」とＫｒｙｓｃｉｏは述べている。「これは、診
断可能な問題が出現する前に、有効な介入の機会の可能性があることを示唆している。」
【００１１】
　Ｋｒｙｓｃｉｏの指摘によれば、これらの発見により、自己報告される記憶愁訴によっ
て、後の生涯における認知障害を予測できる証拠が積み上げられているが、例えば、鍵の
置き場所を思い出せない場合でも、直ちに警告を発する根拠はない、と指摘している。
【００１２】
　「記憶の問題を抱えている人は、医師にこれを報告して、見守られるようにすべきであ
ることは確かである。しかし、残念ながら、アルツハイマー病又は記憶障害を引き起こす
他の病気に対する予防的治療法は、まだ確立されていない。」参考文献「Neurology 2014
;83:1359-1365」
【００１３】
　ケンタッキー大学において、研究者は、１０年以上に亘って５３１人を観察した。参加
者は、登録時に「認知的問題なし」とみなされている。毎年、研究者は、医師の診察室を
最後に訪問してから記憶に変化があったかを尋ねた。研究者は、死亡した参加者について
解剖を行って、脳に認知症の物理的徴候があるかを確認した。
【００１４】
　調査に参加した人の半数以上（５５．７％）が、なんらかの記憶愁訴を報告した。科学
者たちは、物事を覚えるのに苦労していると報告した者は、記憶障害を報告しなかった人
々よりもその後に認知症を発症する可能性が高いことを見出した。参加者が最初に問題に
気づいた後、平均約９．２年後に軽度の認知障害が起こった。
【００１５】
　このレポートの結果は、年毎の単純な主観的質問に基づいているため、幾らかの制約が
ある。
【００１６】
［発明のサマリー］
　記憶及び機能の衰えに関連する主観的質問及び自己報告による観察を、客観的な測定に
変えるための装置及び方法が望まれている。
【００１７】
　これを達成するために、本発明は、ユーザが、記憶及び機能の衰えを、これらの結果に
影響を与える可能性がある環境及びその他の要因と組み合わせて、自己報告し、記録し、
文書化し、分析するための着用可能技術の形態の装置を提供する。記録されたデータは、
同年齢の標準データベースに対して正規化されてもよく、また、睡眠パターン、エクササ
イズ、食事、心拍数、発汗、及び移動度パターンに対して、調整し及びこれらを考慮して
もよい。着用可能技術からのこのデータの一部又は全てを組み合わせて、監視の進行を改
善し、予測力を向上させることができる。
【００１８】
　記憶及び／又は機能の衰えの記録は、着用可能デバイスを用いて多くの手法で達成でき
る。第１の手法は、着用可能デバイスの単純なタップ又はタップシーケンスを可能にする
。これは、着用可能デバイスのボタンを押すことによって、又は、タップして振動（着用
可能な「認知タップ」（cognitive tap：「ＣＯＧＴＡＰ」）の加速度計によって検出さ
れる）を作り出すことによって、達成できる。別の実施形態では、これは、複数ブランド
の着用可能デバイスの使用及び着用可能デバイス内の加速度計を使用する能力を可能にし
、単一又は複数のタイプの障害を示す、プログラム可能なタップシーケンスに基づいて、
これらの衰えの日時を記録するアプリケーションプログラム（ａｐｐ）を開発することに
よって達成される。別の実施形態では、トレーニングステップのみでタップを使用し、こ
れらの衰えの指標となる他の受動センサの特性を分析してもよい。
【００１９】
　この機能を専用の（又は任意の）着用可能デバイスに組み込むことによって、動き、移
動度、心拍数、血圧、発汗、及び睡眠パターンの任意の組み合わせと共に、このデータを
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分析できる。
【００２０】
　一例として、睡眠が最適ではない又は睡眠不足の状況において、これらのイベントの頻
度が増加することを推測できる。ＣＯＧＴＡＰは、睡眠及び動き／移動度データと相互相
関させられてもよく、及び／又は、睡眠及び動き／移動度データに対して正規化されても
よい。着用可能デバイスからの複数のインプットに基づくこのデータは、記憶の衰えの頻
度、睡眠の時間及び質、エクササイズの量及び期間、移動度、心拍数、血圧、発汗、及び
食事を含む要素を組み込んだ組み合わせリスク因子スコアに統合される。
【００２１】
　別の実施形態では、ＣＯＧＴＡＰは、これらの衰えが発生した状況を更に分析及び理解
して、衰えのタイプ（認知又は機能、又はそこから細分化されたもの）を判定するために
、音声の録音を開始できる。これは、一実施形態では、タップ前の１分及びタップ後の１
分を録音する一定の音声記録ループによって達成できる。音声は、バッファに連続的にス
トリーミングされるが、開始されない限り、音声録音イベントは、保存されない。個人及
び／又は周囲の環境の音声記録及び映像記録の両方を行って同様の目的を達成してもよい
。別の実施形態では、記憶の衰えの注釈（及びこれまでに列挙した着用可能デバイスデー
タ）と共に音声を連続的に録音し、専門家による更なる分析を行ってもよく、音声認識エ
ンジンを利用してパターンを探索してもよい。更に、音声認識によって、記憶の衰え及び
機能の衰えを区分し、記憶の衰えと機能の衰えとを区別してもよい。この区別は、診断的
に重要である可能性がある。別の実施形態では、上記の全てをトレーニングモードで実施
してもよく、衰えのイベントからの全てのデータを、分析し、センサからの特定のパター
ンと相互相関させ、将来の自動の受動的検出のためにプログラムしてもよい。
【００２２】
　本発明は、記憶の衰え及び機能のイベントを表すデータを感知及び記録するための着用
可能センサデバイスを提供する。着用可能センサデバイスは、
　着用可能センサデバイスと、
　前記着用可能センサデバイス内に設けられ、着用者によるジェスチャを感知する、少な
くとも１つのジェスチャセンサであって、前記ジェスチャは、記憶の衰え及び機能のイベ
ントを表すものである、ジェスチャセンサと、
　前記デバイスの着用者が経験している少なくとも１つのバイタルサイン状態を感知する
ための、少なくとも１つのバイタルサインセンサと、
　前記ジェスチャセンサからの感知データを表すジェスチャデータを記憶し、かつ、前記
バイタルサインセンサによって感知されたバイタルサインデータを記憶するための、メモ
リと
を備え、
　前記ジェスチャデータ及び前記バイタルサインデータは、前記ジェスチャデータ及び前
記バイタルサインデータを分析して、同年齢の被験者の標準データの基準データベースと
比較し、認知障害関連疾患の発症を予測する診断データを生成するために、演算ユニット
への送信のために構成される。
【００２３】
　本発明は、記憶の衰え及び機能のイベントを表すデータを感知及び記録する方法を提供
する。方法は、
　被験者が着用する着用可能センサデバイスを準備することと、
　前記着用可能センサデバイス内のジェスチャセンサを使用して、前記着用者によるジェ
スチャを感知することであって、前記ジェスチャは、記憶の衰え及び機能のイベントを表
すものである、ジェスチャを感知することと、
　前記着用可能センサデバイス内のバイタルサインセンサを使用して、前記デバイスの着
用者が経験している少なくとも１つのバイタルサイン状態を感知することと、
　前記ジェスチャセンサからの感知データを表すバイタルサインジェスチャデータを記憶
し、かつ、及び前記バイタルサインセンサによって感知されたバイタルサインデータを記
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憶することと、
　前記ジェスチャデータ及び前記バイタルサインデータを演算ユニットに送信することと
、
　前記ジェスチャデータ及び前記バイタルサインデータを、同年齢の被験者の標準データ
の基準データベースと比較することと、
　前記被験者の認知障害関連疾患の発症を予測する診断データを生成することと、
を含む。
【００２４】
　本発明は、また、命令を記憶するための非一時的記憶媒体を提供する。命令は、着用可
能センサデバイスを着用している被験者の記憶の衰え及び機能のイベントを表すデータを
感知及び記録する方法を実行するためのものである。方法は、
　被験者が着用する着用可能センサデバイスを準備することと、
　前記着用可能センサデバイス内のジェスチャセンサを使用して、前記着用者によるジェ
スチャを感知することであって、前記ジェスチャは記憶の衰え及び機能のイベントを表す
ものである、ジェスチャを感知することと、
　前記着用可能センサデバイス内のバイタルサインセンサを使用して、前記デバイスの着
用者が経験している少なくとも１つのバイタルサイン状態を感知することと、
　前記ジェスチャセンサからの感知データを表すバイタルサインジェスチャデータを記憶
し、かつ、前記バイタルサインセンサによって感知されたバイタルサインデータを記憶す
ることと、
　前記ジェスチャデータ及び前記バイタルサインデータを演算ユニットに送信することと
、
　前記ジェスチャデータ及び前記バイタルサインデータを、同年齢の被験者の標準データ
の基準データベースと比較することと、
　前記被験者の認知障害関連疾患の発症を予測する診断データを生成することと、
を含む。
【図面の簡単な説明】
【００２５】
【図１Ａ】ボタンを備える本発明に基づく手首着用可能デバイスを示す図である。
【図１Ｂ】ボタン及び心拍数、発汗及び血液酸素センサを備えた本発明に基づく手首着用
可能デバイスを示す図である。
【図１Ｃ】図１Ａに似ているが、ボタンがなく、カメラ及びマイクロホンを備える手首着
用可能デバイスを示す図である。
【図１Ｄ】図１Ｂに似ているが、ボタンを備えていない手首着用可能デバイスを示す図で
ある。
【図２Ａ】図１Ａに似ているが、手首の代わりに腕に着用される着用可能デバイスを示す
図である。
【図２Ｂ】図１Ｂに似ているが、手首の代わりに腕に着用される着用可能デバイスを示す
図である。
【図２Ｃ】図１Ｃに似ているが、手首の代わりに腕に着用される着用可能デバイスを示す
図である。
【図２Ｄ】図１Ｄに似ているが、手首の代わりに腕に着用される着用可能デバイスを示す
図である。
【図３Ａ】ボタン、カメラ及びマイクロホンを備えるペンダント型着用可能デバイスを示
す図である。
【図３Ｂ】図３Ａに似ているが、ボタンを備えていないペンダント型着用可能デバイスを
示す図である。
【図４Ａ】ボタン及びＥＥＧセンサを備えていないペンダント型着用可能デバイスを示す
図である。
【図４Ｂ】ボタン及びＥＥＧセンサを備えたペンダント型着用可能デバイスを示す図であ
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る。
【図４Ｃ】イヤホンＥＥＧセンサを備え、ボタンを備えていないペンダント型着用可能デ
バイスを示す図である。
【図４Ｄ】イヤホンＥＥＧセンサ及びボタンを備えたペンダント型着用可能デバイスを示
す図である。
【図５Ａ】手首タイプの着用可能デバイスのバージョンを着用した着用者を表す解剖学的
図である。
【図５Ｂ】手首タイプの着用可能デバイスのバージョンを着用した着用者を表す解剖学的
図である。
【図５Ｃ】手首タイプの着用可能デバイスのバージョンを着用した着用者を表す解剖学的
図である。
【図５Ｄ】手首タイプの着用可能デバイスのバージョンを着用した着用者を表す解剖学的
図である。
【図５Ｅ】腕バンドタイプの着用可能デバイスのバージョンを着用した着用者を表す解剖
学的図である。
【図５Ｆ】腕バンドタイプの着用可能デバイスのバージョンを着用した着用者を表す解剖
学的図である。
【図５Ｇ】腕バンドタイプの着用可能デバイスのバージョンを着用した着用者を表す解剖
学的図である。
【図５Ｈ】腕バンドタイプの着用可能デバイスのバージョンを着用した着用者を表す解剖
学的図である。
【図５Ｉ】ペンダントタイプの着用可能デバイスのバージョンを着用した着用者を表す解
剖学的図である。
【図５Ｊ】ペンダントタイプの着用可能デバイスのバージョンを着用した着用者を表す解
剖学的図である。
【図５Ｋ】ペンダントタイプの着用可能デバイスのバージョンを着用した着用者を表す解
剖学的図である。
【図５Ｌ】ペンダントタイプの着用可能デバイスのバージョンを着用した着用者を表す解
剖学的図である。
【図５Ｍ】ペンダント及びＥＥＧタイプの着用可能デバイスのバージョンを着用した着用
者を表す解剖学的図である。
【図５Ｎ】ペンダント及びＥＥＧタイプの着用可能デバイスのバージョンを着用した着用
者を表す解剖学的図である。
【図５Ｏ】ペンダント及びＥＥＧタイプの着用可能デバイスのバージョンを着用した着用
者を表す解剖学的図である。
【図５Ｐ】ペンダント及びＥＥＧタイプの着用可能デバイスのバージョンを着用した着用
者を表す解剖学的図である。
【図６】ＬＡＮにおいてＷｉ－Ｆｉルータを用いて無線又は有線で通信し、インターネッ
トを介してクラウドサーバと通信する着用可能デバイスのブロック図である。この着用可
能デバイスは、発生するログデータ及びイベントを無線ＬＡＮ（Ｗｉ－Ｆｉ）を介してリ
アルタイムで常時ストリーミングし、クラウドサーバと直接通信し、ログデータをアップ
ロードする着用可能デバイスのブロック図である。
【図７】図６と類似しているが、ブルートゥース（登録商標）低エネルギー（ＢＬＥ）セ
ントラルデバイス（発生するログイベントをリアルタイムで送信する充電ベース又は携帯
電話等）を含むブロック図である。
【図８】図７と類似しているが、充電ベースが充電中に充電ベースにログデータを送信し
、ログデータを（リアルタイムでなく）バッチでアップロードするブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００２６】
［発明の詳細な説明］
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　以下、本発明の１つ以上の実施形態を例示的に説明するが、本発明はこれらの実施形態
に限定されない。
【００２７】
　本発明は、着用可能センサデバイスを提供する。着用可能センサデバイスは、記憶の衰
え及び機能のイベントを表すデータを感知及び記録するための着用可能センサデバイスで
あって、
　着用可能センサデバイスと、
　前記着用可能センサデバイス内に設けられ、着用者によるジェスチャを感知する、少な
くとも１つのジェスチャセンサであって、前記ジェスチャは、記憶の衰え及び機能のイベ
ントを表すものである、ジェスチャセンサと、
　前記デバイスの着用者が経験している少なくとも１つのバイタルサイン状態を感知する
ための、少なくとも１つのバイタルサインセンサと、
　前記ジェスチャセンサからの感知データを表すジェスチャデータを記憶し、かつ、前記
バイタルサインセンサによって感知されたバイタルサインデータを記憶するための、メモ
リと
を備え、
　前記ジェスチャデータ及び前記バイタルサインデータは、前記ジェスチャデータ及び前
記バイタルサインデータを分析して、同年齢の被験者の標準データの基準データベースと
比較し、認知障害関連疾患の発症を予測する診断データを生成するために、演算ユニット
への送信のために構成される。
【００２８】
　ジェスチャセンサは、タップ、タップシーケンス、音声信号、映像信号、ハンドジェス
チャ、頭部移動ジェスチャ、可聴トリガ、及びＥＥＧトリガのうちの少なくとも１つを検
出してもよい。
【００２９】
　バイタルサインセンサは、心拍数、血圧、発汗、ＥＥＧ温度、及び血液酸素レベルのう
ちの少なくとも１つを検出してもよい。デバイスは、睡眠エクササイズ、動き、及び移動
度のうちの少なくとも１つを検出するための少なくとも１つの活動センサを更に含んでい
てもよい。デバイスは、ジェスチャデータ及びバイタルサインデータをクラウドサーバに
通信してもよい。デバイスは、ルータを介してジェスチャデータ及びバイタルサインデー
タをクラウドサーバに通信してもよい。デバイスは、ブルートゥース低エネルギー（Blue
tooth low energy：ＢＬＥ）デバイスを介してジェスチャデータ及びバイタルサインデー
タをクラウドサーバに通信してもよい。デバイスは、充電ベースを介してジェスチャデー
タ及びバイタルサインデータをクラウドサーバに通信してもよい。デバイスは、充電ベー
ス及びルータを介してジェスチャデータ及びバイタルサインデータをクラウドサーバに通
信してもよい。デバイスは、ジェスチャデータ及びバイタルサインデータをリアルタイム
で連続的に通信してもよい。
【００３０】
　デバイスは、ジェスチャデータ及びバイタルサインデータをバッチで通信してもよい。
演算ユニットは、記憶の衰えの頻度、睡眠の時間及び質、エクササイズの量及び期間、移
動度、心拍数、血圧、発汗及び食事のうちの少なくとも１つに基づいて、リスク因子スコ
アを算出してもよい。演算ユニットは、記憶の衰え及び機能が生じた状況を分析し、記憶
の衰えのタイプ（認知又は機能の１つ以上の要素を含む）を判定することによって、認知
障害関連疾患の発症を予測してもよい。演算ユニットは、記憶の衰えのイベントを表すジ
ェスチャから時間的にオフセットされた期間に亘ってジェスチャデータ及びバイタルサイ
ンデータを分析することによって、発症を予測してもよい。オフセットされた期間は、記
憶の衰えのイベントを表すジェスチャに先行する期間を含んでいてもよい。オフセットさ
れた期間は、記憶の衰えのイベントを表すジェスチャに後続する期間を含んでいてもよい
。センサは、音声センサであってもよく、ジェスチャデータは、音声データであってもよ
い。センサは、映像センサであってもよく、ジェスチャデータは、着用可能デバイスを着
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用した被験者の映像データであってもよい。演算ユニットは、音声認識ユニットを更に含
んでいてもよい。演算ユニットは、着用可能デバイスを着用している複数のユーザからジ
ェスチャデータ及びバイタルサインデータを受信し、結合されたデータを使用して、集団
リスク因子を生成してもよい。結合されたデータは、病気を進行させる集団リスク因子を
生成するために使用してもよい。演算ユニットは、ジェスチャデータ及びバイタルサイン
データを、先に取得されたベースラインデータと比較してもよい。
【００３１】
　本発明は、記憶の衰え及び機能のイベントを表すデータを感知及び記録する方法を提供
する。方法は、
　被験者が着用する着用可能センサデバイスを準備することと、
　前記着用可能センサデバイス内のジェスチャセンサを使用して、前記着用者によるジェ
スチャを感知することであって、前記ジェスチャは、記憶の衰え及び機能のイベントを表
すものである、ジェスチャを感知することと、
　前記着用可能センサデバイス内のバイタルサインセンサを使用して、前記デバイスの着
用者が経験している少なくとも１つのバイタルサイン状態を感知することと、
　前記ジェスチャセンサからの感知データを表すバイタルサインジェスチャデータを記憶
し、かつ、及び前記バイタルサインセンサによって感知されたバイタルサインデータを記
憶することと、
　前記ジェスチャデータ及び前記バイタルサインデータを演算ユニットに送信することと
、
　前記ジェスチャデータ及び前記バイタルサインデータを、同年齢の被験者の標準データ
の基準データベースと比較することと、
　前記被験者の認知障害関連疾患の発症を予測する診断データを生成することと、
を含む。
【００３２】
　感知ステップは、タップ、タップシーケンス、音声信号、映像信号、ハンドジェスチャ
、頭部移動ジェスチャ、可聴トリガ、及びＥＥＧトリガのうちの少なくとも１つを検出し
てもよい。バイタルサインセンサは、心拍数、血圧、発汗、ＥＥＧ温度、及び血液酸素レ
ベルのうちの少なくとも１つを検出してもよい。方法は、被験者の睡眠エクササイズ、動
き、及び移動のうちの少なくとも１つを検出してもよく、活動データを提供する。方法は
、ジェスチャデータ及びバイタルサインデータをクラウドサーバに通信することを含んで
いてもよい。デバイスは、ルータを介してジェスチャデータ及びバイタルサインデータを
クラウドサーバに通信してもよい。デバイスは、ブルートゥース低エネルギー（ＢＬＥ）
デバイスを介してジェスチャデータ及びバイタルサインデータをクラウドサーバに通信し
てもよい。デバイスは、充電ベースを介してジェスチャデータ及びバイタルサインデータ
をクラウドサーバに通信してもよい。デバイスは、充電ベース及びルータを介してジェス
チャデータ及びバイタルサインデータをクラウドサーバに通信してもよい。デバイスは、
ジェスチャデータ及びバイタルサインデータをリアルタイムで連続的に通信してもよい。
デバイスは、ジェスチャデータ及びバイタルサインデータをバッチで通信してもよい。演
算ユニットは、記憶の衰えの頻度、睡眠の時間及び質、エクササイズの量及び期間、移動
度、心拍数、血圧、発汗及び食事のうちの少なくとも１つに基づいて、リスク因子スコア
を算出してもよい。演算ユニットは、記憶の衰え及び機能が生じた状況を分析し、記憶の
衰えのタイプ（認知又は機能の１つ以上の要素を含む）を判定することによって、認知障
害関連疾患の発症を予測してもよい。方法は、記憶の衰えのイベントを表すジェスチャか
ら時間的にオフセットされた期間に亘ってジェスチャデータ及びバイタルサインデータを
分析することによって、発症を予測することを含んでいてもよい。方法は、記憶の衰えの
イベントを表すジェスチャに先行する期間における、ジェスチャデータ及びバイタルサイ
ンデータを分析することを含んでいてもよい。方法は、記憶の衰えのイベントを表すジェ
スチャに後続する期間におけるジェスチャデータ及びバイタルサインデータを分析するこ
とを含んでいてもよい。ジェスチャデータは、着用可能デバイスを着用した被験者の音声
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データ及び映像データのうちの少なくとも１つであってもよい。演算ユニットは、音声を
認識するための音声認識ユニットを更に含んでいてもよい。方法は、着用可能デバイスを
着用している複数のユーザからジェスチャデータ及びバイタルサインデータを受信し、結
合されたデータを使用して、集団リスク因子を生成することを含んでいてもよい。方法は
、病気を進行させる集団リスク因子を生成することを含んでいてもよい。方法は、ジェス
チャデータ及びバイタルサインデータを、先に取得されたベースラインデータと比較する
ことを含んでいてもよい。
【００３３】
　本発明は、着用可能デバイスを使用して、メモリ及び／又は機能の衰えの、時刻、デー
タ、及び頻度を記録する装置及び方法を提供する。これは、幾つかの異なる手法で達成で
き、以下に非限定的な例を示す。
【００３４】
　図１Ａ～図１Ｄは、図面の説明で上述したように、様々なセンサを有する様々な実施形
態における手首着用可能デバイスを示している。図２Ａ～２Ｄは、図面の説明で上述した
ように、様々なセンサを有する様々な実施形態における腕着用可能デバイスを示している
。図３Ａ及び３Ｂは、異なるタイプのペンダント型着用可能デバイスを示している。図４
Ａ～図４Ｄは、ＥＥＧセンサを備えたペンダント型着用可能デバイスを示している。図５
Ａ～図５Ｐは、様々なバージョンの着用可能デバイスを着用した着用者を表す解剖学的図
を示している。図６、図７、及び図８は、着用可能デバイスを使用できるシステムを示し
ている。
【００３５】
　着用可能デバイスは、タップ、複数のタップ、タップパターン、障害のタイプ毎のタッ
プパターン、着用可能デバイスに組み込まれた単語認識によってトリガされる音声、キー
ワード及びフレーズの音声認識のための音声録音（タップなし）、凝視の開始（視覚的な
キュー又はジェスチャを探索するカメラを内蔵した着用可能デバイスを見ること）、手又
は頭の動きのジェスチャによるジェスチャベースのトリガ、可聴トリガ（指のスナップ等
）、ＥＥＧデバイス（従来のＥＥＧセンサ又はイヤホンに搭載されるＥＥＧセンサ）を介
するＥＥＧトリガ、又はセンサの一意的な組み合わせ（集団トレーニングデータ、個別ト
レーニングデータ、又はこれらの組み合わせのいずれかに基づいて、衰えのイベントを例
証するもの）に応答できる。これには、高度な着用可能デバイス（心拍数、血圧、発汗モ
ニタ、ＥＥＧ、温度等のセンサも含むもの。並びに着用可能デバイスが担持していない環
境センサを含む）からのバイタルサインデータも含まれる場合がある。本質的には、セン
サの一意的な組み合わせからのデータシグネチャがイベントの記録をトリガする。
【００３６】
　この技術の使用目的は、臨床試験のための患者の選択と、健康な老化の監視と、主観的
記憶愁訴者、ＭＣＩ、又はＡＤの監視と、生活習慣介入プログラム、補助、治療、又は他
の介入（測定に対して正及び負の影響がある可能性があるもの）への反応の測定と、等で
ある。データを他のバイオマーカー及び画像化データと組み合わせて、試験の候補、認知
低下（ＭＣＩ）又はＡＤの発症の予測精度を高め、又は療法又は他の介入に対する反応を
予測してもよい。
【００３７】
　本発明は、着用可能デバイスをトリガする様々な方法を使用することにより、記憶及び
／又は機能の衰えを記録し、上述のイベントを記録し分析する方法を提供する。これらの
イベントの頻度を分析して、ユーザ又は医師に報告することによって、指定された期間内
の現在の状態を示すことができ、更に、症状の重篤度、健康な老化の進行、疾患の進行、
治療的処置及び／又は生活習慣の改変又は介入に対する反応を評価するための経時的な比
較を行うことができる。音声記録を利用すれば、これを音声認識と組み合わせて、イベン
ト及び／又は障害の様々なタイプを識別し、パターン化し、区別できる。記憶障害と機能
障害とを区別することが重要な場合があり、様々なタイプのタップコード、音声キュー、
ジェスチャ、センサの組み合わせ、等を利用してこの区別を行うことができる。
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【００３８】
　このデータは、（着用可能デバイスに応じて）着用可能デバイスが取得した他のデータ
（例えば、エクササイズ、動き、移動度、心拍数、発汗、血圧、ＥＥＧ、睡眠データ、等
）と組み合わせることができる。これらのデータは、着用可能デバイスによって、又は着
用可能デバイスと他のセンサの組み合わせによって生成できる。ユーザは、そのデータを
年齢／性別が合致する対照群と照合して、リスク因子を更に評価し、リスクスコアを生成
できる。他のセンサデータ（睡眠、動き、移動度及び他の情報を含むがこれらに限定され
ない）とこれを組み合わせて、軽度認知障害（ＭＣＩ）、アルツハイマー病（ＡＤ）、又
は他のタイプの認知障害の将来の発症を予測できる。この装置及び方法は、認知機能の低
下を遅くし、又は好転させることを意図する治療薬の反応及び有効性を測定するためにも
利用できる。この方法は、生活習慣介入プログラム（ダイエットエクササイズや栄養補助
食品を含む）に対する全体的な認知健康を測定するためにも利用できる。
【００３９】
　別の実施形態では、複数のユーザから全てのデータを収集し、病気進行に対する集団ベ
ースのリスク因子を生成し、又はリスクスコアを生成してユーザや医師に報告できる。
【００４０】
　別の実施形態では、衰え又は他の認知イベントは、着用可能デバイスによって検出され
自動的に記録されるような、（正常値と比較しての）移動度、心拍数、及び発汗の変化を
観察するアルゴリズムに従って、自動的に記録される。この組み合わせは、衰えのイベン
トを示すセンサパターンに続くストレスイベントを示すことができる。これらのセンサ変
化の期間は、同じセンサ又はセンサの組み合わせをトリガする可能性がある衰えのイベン
トを他のイベントと区別するために重要である。
【００４１】
　別の実施形態では、着用可能デバイスからの全てのデータは、記録され、後処理のため
にクラウドにアップロードされ、ディープラーニング用のビッグデータセットと比較され
、記憶及び機能の衰えと整合するパターンについて分析される。別の実施形態では、タッ
ピング機構を用いて事前に確立されている着用可能デバイスが取得したデータのためのト
レーニングセットを用いて、着用可能デバイスの前述の全パラメータで構成されたトレー
ニングセットを生成してもよい。トレーニングセットは、集団ベース、個人、又はこれら
の組み合わせであってもよい。これにより、他の着用可能デバイスデータのコンテキスト
でトリガを評価できる。着用可能デバイスによって記録される幾つかの因子の変化を期待
し、衰えを予測し、他のイベントと区別することができる。一例として、ユーザが記憶を
呼び戻そうとしている間の、移動度の突然の変化と組み合わせて、特定の期間に亘る高レ
ベルのストレスを示す心拍数の変化及び発汗を検出してもよい。このパターンは、潜在的
には、複数のユーザの分析に基づいて識別可能であってもよく、トレーニング期間中に複
数のユーザについてトレーニング可能であってもよく、単に個人のユーザによってトレー
ニング可能であってもよく、又はこれらの組み合わせが可能であってもよい。
【００４２】
　一実施形態では、ユーザは、タップを使用してイベントを示す。そして、ユーザからの
複数のイベントを一定期間（例えば、１ヶ月のトレーニング期間）に亘って分析してもよ
く、その個人に固有の信号（例として、ｘ期間に亘る心拍数及び発汗量の増加、その後の
移動度の変化、及びある期間後に正常状態に戻ること）を生成してもよい。多数のユーザ
から生成されたトレーニングデータを利用して個人を予測することもできる。そして、そ
れ以降のイベントについては、タップを不要とすることができる。トレーニングセットに
おいて音声録音を利用することによって、実際のイベントやイベントのタイプをより明確
に区別できる。通常、複数の着用可能なセンサ又は着用可能ＥＥＧセンサと共にタップ法
を用いて、所与の患者のための「トレーニング」セットを作成してもよく、その後にその
データを利用して、１つ以上の着用可能センサ（ＥＥＧデータを含んでもよい）に基づい
て、及び／又は着用可能デバイスデータのパターン又は組み合わせ（トレーニングセット
において学習されたこれらのイベントを示すもの）に基づいて、自動的に（ＴＡＰなしで
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）トリガを行ってもよい。
【００４３】
　本発明の１つ以上の実施形態について説明したが、本発明はこれらの実施形態に限定さ
れるものではなく、本発明の範囲は、特許請求の範囲を参照して定義される。

【図１Ａ】

【図１Ｂ】

【図１Ｃ】

【図１Ｄ】
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【図８】

【手続補正書】
【提出日】平成31年1月10日(2019.1.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　記憶の衰え及び機能のイベントを表すデータを感知及び記録するための着用可能センサ
デバイスであって、
　着用可能センサデバイスと、
　前記着用可能センサデバイス内に設けられ、着用者によるジェスチャを感知する、少な
くとも１つのジェスチャセンサであって、前記ジェスチャは、記憶の衰え及び機能のイベ
ントを前記着用者が自己報告することを意図するものである、ジェスチャセンサと、
　前記デバイスの着用者が経験している少なくとも１つのバイタルサイン状態を感知する
ための、少なくとも１つのバイタルサインセンサと、
　前記ジェスチャセンサからの感知データを表すジェスチャデータを記憶し、かつ、前記
バイタルサインセンサによって感知されたバイタルサインデータを記憶するための、メモ
リと
を備え、
　前記ジェスチャデータ及び前記バイタルサインデータは、前記ジェスチャデータ及び前
記バイタルサインデータを分析して、同年齢の被験者の標準データの基準データベースと
比較し、認知障害関連疾患の発症を予測する診断データを生成するために、演算ユニット
への送信のために構成される、着用可能センサデバイス。
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【請求項２】
　請求項１に記載のデバイスであって、前記ジェスチャセンサは、タップ、タップシーケ
ンス、音声信号、映像信号、ハンドジェスチャ、頭部移動ジェスチャ、可聴トリガ、及び
ＥＥＧトリガのうちの少なくとも１つを検出する、デバイス。
【請求項３】
　請求項１に記載のデバイスであって、前記バイタルサインセンサは、心拍数、血圧、発
汗、ＥＥＧ温度、及び血液酸素レベルのうちの少なくとも１つを検出する、デバイス。
【請求項４】
　請求項１に記載のデバイスであって、睡眠エクササイズ、動き、及び移動度のうちの少
なくとも１つを検出するための少なくとも１つの活動センサを更に含む、デバイス。
【請求項５】
　請求項１に記載のデバイスであって、前記デバイスは、前記ジェスチャデータ及び前記
バイタルサインデータをクラウドサーバに通信する、デバイス。
【請求項６】
　請求項５に記載のデバイスであって、前記デバイスは、ルータを介して、前記ジェスチ
ャデータ及び前記バイタルサインデータをクラウドサーバに通信する、デバイス。
【請求項７】
　請求項５に記載のデバイスであって、前記デバイスは、ブルートゥース低エネルギー（
ＢＬＥ）デバイスを介して、前記ジェスチャデータ及び前記バイタルサインデータをクラ
ウドサーバに通信する、デバイス。
【請求項８】
　請求項５に記載のデバイスであって、前記デバイスは、充電ベースを介して、前記ジェ
スチャデータ及び前記バイタルサインデータをクラウドサーバに通信する、デバイス。
【請求項９】
　請求項８に記載のデバイスであって、前記デバイスは、充電ベース及びルータを介して
、前記ジェスチャデータ及び前記バイタルサインデータをクラウドサーバに通信する、デ
バイス。
【請求項１０】
　請求項５に記載のデバイスであって、前記デバイスは、前記ジェスチャデータ及び前記
バイタルサインデータをリアルタイムで連続的に通信する、デバイス。
【請求項１１】
　請求項５に記載のデバイスであって、前記デバイスは、前記ジェスチャデータ及び前記
バイタルサインデータをバッチで通信する、デバイス。
【請求項１２】
　請求項１に記載のデバイスであって、前記演算ユニットは、記憶の衰えの頻度、睡眠の
時間及び質、エクササイズの量及び期間、移動度、心拍数、血圧、発汗及び食事のうちの
少なくとも１つに基づいて、リスク因子スコアを算出する、デバイス。
【請求項１３】
　請求項１に記載のデバイスであって、前記演算ユニットは、
　記憶の衰え及び機能が生じた状況を分析し、
　認知又は機能の１つ以上の要素を含む、記憶の衰えのタイプを判定する
ことによって、認知障害関連疾患の発症を予測する、デバイス。
【請求項１４】
　請求項１３に記載のデバイスであって、前記演算ユニットは、記憶の衰えのイベントを
表すジェスチャから時間的にオフセットされた期間に亘ってジェスチャデータ及びバイタ
ルサインデータを分析することによって、発症を予測する、デバイス。
【請求項１５】
　請求項１４に記載のデバイスであって、前記オフセットされた期間は、記憶の衰えのイ
ベントを表すジェスチャに先行する期間を含む、デバイス。
【請求項１６】
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　請求項１４に記載のデバイスであって、前記オフセットされた期間は、記憶の衰えのイ
ベントを表すジェスチャに後続する期間を含む、デバイス。
【請求項１７】
　請求項１に記載のデバイスであって、前記センサは音声センサであり、前記ジェスチャ
データは音声データである、デバイス。
【請求項１８】
　請求項１に記載のデバイスであって、前記センサは映像センサであり、前記ジェスチャ
データは、前記着用可能デバイスを着用した被験者の映像データである、デバイス。
【請求項１９】
　請求項１７に記載のデバイスであって、前記演算ユニットは、音声認識ユニットを更に
含む、デバイス。
【請求項２０】
　請求項１に記載のデバイスであって、前記演算ユニットは、着用可能デバイスを着用し
ている複数のユーザからジェスチャデータ及びバイタルサインデータを受信し、結合され
たデータを使用して、集団リスク因子を生成する、デバイス。
【請求項２１】
　請求項２０に記載のデバイスであって、前記結合されたデータは、病気を進行させる集
団リスク因子を生成するために使用される、デバイス。
【請求項２２】
　請求項１に記載のデバイスであって、前記演算ユニットは、前記ジェスチャデータ及び
前記バイタルサインデータを、先に取得されたベースラインデータと比較する、デバイス
。
【請求項２３】
　記憶の衰え及び機能のイベントを表すデータを感知及び記録する方法であって、
　被験者が着用する着用可能センサデバイスを準備することと、
　前記着用可能センサデバイス内のジェスチャセンサを使用して、前記着用者によるジェ
スチャを感知することであって、前記ジェスチャは、記憶の衰え及び機能のイベントを前
記着用者が自己報告することを意図するものである、ジェスチャを感知することと、
　前記着用可能センサデバイス内のバイタルサインセンサを使用して、前記デバイスの着
用者が経験している少なくとも１つのバイタルサイン状態を感知することと、
　前記ジェスチャセンサからの感知データを表すバイタルサインジェスチャデータを記憶
し、かつ、及び前記バイタルサインセンサによって感知されたバイタルサインデータを記
憶することと、
　前記ジェスチャデータ及び前記バイタルサインデータを演算ユニットに送信することと
、
　前記ジェスチャデータ及び前記バイタルサインデータを、同年齢の被験者の標準データ
の基準データベースと比較することと、
　前記被験者の認知障害関連疾患の発症を予測する診断データを生成することと、
を含む、方法。
【請求項２４】
　請求項２３に記載の方法であって、前記感知ステップは、タップ、タップシーケンス、
音声信号、映像信号、ハンドジェスチャ、頭部移動ジェスチャ、可聴トリガ、及びＥＥＧ
トリガのうちの少なくとも１つを検出することを含む、方法。
【請求項２５】
　請求項２３に記載の方法であって、前記バイタルサインセンサは、心拍数、血圧、発汗
、ＥＥＧ温度、及び血液酸素レベルのうちの少なくとも１つを検出する、方法。
【請求項２６】
　請求項２３に記載の方法であって、
　前記被験者の睡眠エクササイズ、動き、及び移動度のうちの少なくとも１つを検出する
ことと、
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　活動データを提供することと、
を含む、方法。
【請求項２７】
　請求項２３に記載の方法であって、前記ジェスチャデータ及び前記バイタルサインデー
タをクラウドサーバに通信することを含む、方法。
【請求項２８】
　請求項２７に記載の方法であって、前記デバイスは、ルータを介して、前記ジェスチャ
データ及び前記バイタルサインデータをクラウドサーバに通信する、方法。
【請求項２９】
　請求項２７に記載の方法であって、前記デバイスは、ブルートゥース低エネルギー（Ｂ
ＬＥ）デバイスを介して、前記ジェスチャデータ及び前記バイタルサインデータをクラウ
ドサーバに通信する、方法。
【請求項３０】
　請求項２７に記載の方法であって、前記デバイスは、充電ベースを介して、前記ジェス
チャデータ及び前記バイタルサインデータをクラウドサーバに通信する、方法。
【請求項３１】
　請求項２９に記載の方法であって、前記デバイスは、充電ベース及びルータを介して、
前記ジェスチャデータ及び前記バイタルサインデータをクラウドサーバに通信する、方法
。
【請求項３２】
　請求項２７に記載の方法であって、前記デバイスは、前記ジェスチャデータ及び前記バ
イタルサインデータをリアルタイムで連続的に通信する、方法。
【請求項３３】
　請求項２７に記載のデバイスであって、前記デバイスは、前記ジェスチャデータ及び前
記バイタルサインデータをバッチで通信する、デバイス。
【請求項３４】
　請求項２３に記載のデバイスであって、前記演算ユニットは、記憶の衰えの頻度、睡眠
の時間及び質、エクササイズの量及び期間、移動度、心拍数、血圧、発汗及び食事のうち
の少なくとも１つに基づいて、リスク因子スコアを算出する、デバイス。
【請求項３５】
　請求項２３に記載のデバイスであって、前記演算ユニットは、
　記憶の衰え及び機能が生じた状況を分析し、
　認知又は機能の１つ以上の要素を含む、記憶の衰えのタイプを判定する
ことによって、認知障害関連疾患の発症を予測する、デバイス。
【請求項３６】
　請求項３５に記載の方法であって、記憶の衰えのイベントを表すジェスチャから時間的
にオフセットされた期間に亘ってジェスチャデータ及びバイタルサインデータを分析する
ことによって、発症を予測することを含む、方法。
【請求項３７】
　請求項３６に記載の方法であって、記憶の衰えのイベントを表すジェスチャに先行する
期間におけるジェスチャデータ及びバイタルサインデータを分析することを含む、方法。
【請求項３８】
　請求項３６に記載の方法であって、記憶の衰えのイベントを表すジェスチャに後続する
期間におけるジェスチャデータ及びバイタルサインデータを分析することを含む、方法。
【請求項３９】
　請求項３６に記載の方法であって、前記ジェスチャデータは、前記着用可能デバイスを
着用した被験者の音声データ及び映像データのうちの少なくとも１つである、方法。
【請求項４０】
　請求項２３に記載の方法であって、前記演算ユニットは、音声を認識するための音声認
識ユニットを更に含む、方法。
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【請求項４１】
　請求項２３に記載の方法であって、着用可能デバイスを着用している複数のユーザから
ジェスチャデータ及びバイタルサインデータを受信し、結合されたデータを使用して、集
団リスク因子を生成することを含む、方法。
【請求項４２】
　請求項４２に記載の方法であって、病気を進行させる集団リスク因子を生成することを
含む、方法。
【請求項４３】
　請求項２３に記載の方法であって、前記ジェスチャデータ及び前記バイタルサインデー
タを、先に取得されたベースラインデータと比較することを含む、方法。
【請求項４４】
　着用可能センサデバイスを着用している被験者の記憶の衰え及び機能のイベントを表す
データを感知及び記録するための命令を記憶するための非一時的記憶媒体であって、
　前記命令は、
　前記着用可能センサデバイス内のジェスチャセンサを使用して、前記着用者によるジェ
スチャを感知することであって、前記ジェスチャは記憶の衰え及び機能のイベントを前記
着用者が自己報告することを意図するものである、ジェスチャを感知することと、
　前記着用可能センサデバイス内のバイタルサインセンサを使用して、前記デバイスの着
用者が経験している少なくとも１つのバイタルサイン状態を感知することと、
　前記ジェスチャセンサからの感知データを表すバイタルサインジェスチャデータを記憶
し、かつ、前記バイタルサインセンサによって感知されたバイタルサインデータを記憶す
ることと
を実行する、非一時的記憶媒体。
【請求項４５】
　請求項４４に記載の記憶媒体であって、
　前記ジェスチャデータ及び前記バイタルサインデータを演算ユニットに送信し、
　前記ジェスチャデータ及び前記バイタルサインデータを、同年齢の被験者の標準データ
の基準データベースと比較し、
　前記被験者の認知障害関連疾患の発症を予測する診断データを生成する
ための命令を更に含む、記憶媒体。
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